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論 文 内 容 要 旨
ミチ ノ ク ヒ メ ユ リ(LゴZ毎 倣60π60ZoプSalisb,var.〃3漉5μαππ彿Makino)は ヒ メ ユ リの
麦 産種で、福島、山形、秋田、青森の山地に原生する。分球繁殖によることもあって揃いが良 く、切花
品質も優れることから、1960年代著者 らにょって切花生産が推進された。その後、生産の一層の拡
大を図るには、季咲きに加えて促成、抑制にょる作期の拡大が必要とされ、また生産の拡大に伴って
葉枯れ症が発生 し、その対策の確立が要望された。 しかし当時、 ミチノクヒメユリに関する研究はほ
とんどみられなかった。本報告は、そのような背景のもとで、1970年代前半に行った研究の成果を
とり纒めたものである。すなわち、第1章ではミチノクヒメユ リの生育特性、特に本亜種に特有な分
球性と、花芽分化習性を明らかにし、第2章 では球根の休眠性と休眠打破方法の解明に続いて、球根
の低温処理による促成方法を検討 した。また第3章 では球根の長期貯蔵と高冷地利用による抑制方法
を確立 し、第4章 では現地調査と鉢試験によって葉枯れ症をM9欠 乏を主とする酸性障害と推定する
とともに、現地試験でそれを実証 した。
1生 育 及 び 花 芽 分 化 特 性
切花栽培に用いられる標準的母球(3芽球)は世代2の3個 のりん茎(分球)を世代1の りん片
約11枚 が包んだ ものである。植え付け後、下根が各分球の根盤にそれぞれ8本前後発生 し、開花
時に伸長が最大となった後漸次消耗する。上根は萌芽後、地中の葉えきか ら発生 し、開花時1茎 当
たり33本前後に達 した後、急速に消耗 ・枯死する。花茎は4月上旬に発芽、同中旬に萌芽 し、以
後急速に伸長 して6月下旬に開花 した後、9月上旬に黄変、枯死する。開花時草丈は約55㎝ 、葉
数は45枚前後である(第1図)。
分球性をもっことは ミチノクヒメユ リの特性であり、母球を構成する分球(世代2)1個 当たり
1～6個、最 も普通には3～4個の子球(世代3)を 生 じて分球する。第1～3子 球は10月 上旬
以降1か 月間隔で、第4～6子 球は4月下旬以降に分化する。その分化位置は、分球4個 の場合、
外側から14～17枚 目の りん片葉えきに順次認められる。ただし子球の肥大につれ外側りん片は
順次消耗、消失 し、掘り取 り時には第1子球の外側に約8枚(新 母球としては内側の3枚を含めて
11枚前後)の りん片が存在することとなる。また、各子球のりん片分化は9月上旬、約17枚 に
達 した時点でとまり、以後葉原基が分化する(第2図)。
花芽分化は春、発芽 とともに始まり、花房分化期は萌芽前の4月20日 に認められる。その後第
1.花では4月25日 か ら5且10日 にかけて外、内花被が、5月7日 から同13日 にかけて外、内
雄ずいが、5月13日 か ら同15日 にかけて雌ずいが形成され、花器として完成段階に達する。
したがって、Baranovaの分類の第3群 に属すると判断される。同 じヒメユ リでも、チョウセ
ンヒメユリ、キヒメが第2群(秋 に花芽が分化 し、翌春花器が完成する)に、 トサ ヒメユ リが第4
群(春 、萌芽後に分化が始まり、ひき続いて花器が完成する)に属することζ考え併せて、種生態
的に興味あることと思われる。
次に養分吸収についてみると、植物体全体としての含有量が最大となる時期は7月下旬～8月上
旬であり、10a当 たり吸収量はN、P、K、Ca、Mgの 順に7.25、0.58、637、1.16、
0.22κg、吸収比率は100:8:88:16:3となる。球根のデンプン含有率は12月中旬まで
減少 し、5月 中旬以降子球の肥大とともに増大する。糖は非還元糖が主体で、デンプンとは逆の濃
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度変化を示し、6月以降は極めて低い値となる(第3図)。
一方、花茎の糖は還元糖が主体で、5月中旬以降急増 し、開花前後に一時低下するが、7月 には
再び上昇する(第4図)。
2球 根 の低 温処 理 に よ る開 花 促 進
6月1日以降、掘り取り日が遅くなるほど萌芽所要日数が減少し、萌芽率が高まったが、8月1
日以降の掘り取り球では萌芽所要日数の減少が小さく、7月15日 以降の掘り取り球では萌芽率の
増加がみられなかった。また、萌芽促進物質を含むとされる母球 りん片の除去は、7月15日 及び
8月1日掘り取り球で29～10日 萌芽を遅 らせたが、後者の萌芽率は100%に 達 した。
一方、萌芽抑制物質を含むとされる子球りん片の除去は、7月15日 掘り取り球では萌芽を15
日早めたが、8月1日 掘 り取り球では影響が認め られなかった。更に、低温処理は8月1日 以降の
掘り取 り球でも萌芽所要 日数:を短縮 したが、萌芽率は8月1日 掘り取操球で100%と なった(第
1表)。 馬1
以上のことから、 ミチノクヒメユ リの休眠は8月1日 にはほとんど覚めているものと考えられた。
促成用球根は、りん片の分化 ・充実がほぼ終る8月に掘 り取られるが、休眠の有無、深浅にかかわ
らず、45℃ の温湯に60分間浸漬することで、切花品質を損なうことなく、萌芽、開花が約10
日早められた(第2表)。
2～3月出荷の早期促成には、温湯浸漬に続いて15℃ ・15日間の予備冷蔵を行い、更に8℃・
50日間の本冷蔵を行って、そのまま促成(最低温16℃)に 移るのが良く、後処理の必要性は認
められなかった。すなわち、予備冷蔵では、10～15℃ ・10～15日処理で萌芽が早まり、一
諜朧姦撫薪 躍讐1嘗撫駕鐘鶉繍難儲 し10
本冷蔵で は、開花促進 には5～10℃ 。40～50日 処理 が、切花品質の向上 には0℃ ・30日 、
5℃ ・30～50日 処理が良 く、両者を総合 して8℃ ・50日 処理が開花が早 く、品質 も優れた
(第4表)。
ミチノクヒメユ リの低温に対す る反応 は、スカシユ リのうちの キスカシ型 に属するものと考え ら
れる。
4月中旬以降 出荷の中期促成 には自然低温春化球 を使用するが、加温ハウスによる場合 は12月触
20日以降の入室が良 く、より早い入室では低温量不足のため品質が著 しく低下 した。まだ茄温 ハ
ハ
ウスによる場合、2月20日 以前の入室は生育温度が不足するので、開花の早まりが小さく、実用
的でなかった。更に6月上 ・中旬出荷の晩期促成は、露地植え球根に3月中旬から簡易 ビニルハゥ
ス、 トンネル、マルチなどをかけることで無理なく可能であった。
3球 根 の長 期 低 温 貯蔵 に よ る開 花 抑 制
開花抑制のための低温貯蔵は、自然低温を利用 して2月いっはい露地に置いた後、3月から冷蔵
する方法と、最初から冷蔵する方法 とがある。ただし、後者の場合、掘り取り直後から冷蔵すると、
萌芽不農で、ロゼット株が多発 し、切花率が著 しく低下するが、この種の障害は15～20℃ ・4
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週間の温度予措を行うことで解決される(第5表)。
この温度予措は、促嘆における予備冷蔵に当たるものであり、適度の発根を促すことによって低
温障害を避けるのに役立っものと考えられるが、抑制では冷蔵期間が長いだけ、やや長期間の処理
が必要なものと考え られる。
なお、7月中 ・下旬出荷の短期抑制には、一2～4℃冷蔵 ・5月下旬出庫、植え付け(露地)で
良品が得 られる。8～9月 出荷の長期抑制には400～700mの 高冷地利用の7～8月 出庫 ・植
え付けが望ましく、冷蔵温度は7月出庫で2℃以下、8月 出庫で0℃以下が必要とされる。同時期、
平地の栽培では、高冷地に比べ切花率、切花品質共に劣る。9月以降の出庫 ・定植は加温ハウス内
で行うことになる。9月10日 定植では10月下旬に収穫され、切花率64%、 品質は普通であっ
たが、10月定植では商品生産は望めなかった(第6表)。
なお、抑制の場合も定植後の環境温度に馴化させるたあの後処理の必要性は認められなかった。
また、4、2、0℃ で長期冷蔵 した場合、発芽始めはそれぞれ141、162、225日 目となり、
花芽分化についてはそれぞれ4月23日 、5月18日 、7月7日 に雄ずい分化期に達 した。上記2、
3の結果から、2月から10月にかけて ミチノクヒメユ リの良品切花を出荷することが可能になっ
た。
4葉 枯 れ 症 の 原 因 と対 策
葉枯 れ症状は最初下葉に現れ、生育後半急激 に進行 して上位葉に及ぶ。現地調査の結果、発症 の
多 い園で は、健全園 に比べて、花茎長、同生体重、球根重 が劣 った。また、多発園では、土壌 の
pHが 低 く、置換性塩基、特 にCaの 含量が低 く、植物体 のP、K、Ca、Mg含 有率 も低か った
(第7表)。
土壌 のpHとCa、Mg及 びP施 用量それぞれ2段 階を組合わせた16試 験区を設け、各要因の
影響を検討 した。跡地土壌の化学性 と生育量及 び発症 との関係をみ ると、花茎長 は高pH・ 少Ca
区で、特 にMg無 施用の場合 に劣 った。処理の影響は球根重により大 き く現れ、Mg無 施用区がす
べて著 しく劣 ったが、Mg施 用区で も低pH・ 多Ca区 に限 って肥大が悪か った。葉枯れは発生の
初期、Mg施 用区で明 らかに少な く、多Ca区 で若干多か った。発生率 は生育後半 に増大 したが、
その時点 ではpHの 影響が最 も大 きく、高pH区 で低 か った。次いでMgの 影響が大 きく、 その施
用 は発生 を減 じたが、Caの 影響は比較的小 さか った。
このよ うにpHの 影響が大 き くな ったの は、低pH区 でMg、Caの 溶脱が起 こったためとみ ら
れ、葉枯れ発生率(A)、 跡地土壌のpH(B)、 置換性Ca(C)、 同Mg(D)含 有率相互間
の偏相関 をとると、rAB-C宰 一 〇.764、rAB-D=一 〇.602、rAC-B置一 〇330、
rAD-B=一 〇.630の値が得 られた。 また開花期、茎葉部のMg含 有率 はMg施 用で高 まり、
また高pH区 で高 く、葉枯れ発生率 とr=一 〇。745の高い相関を示 した。
一方、Ca含 有率 と葉枯れ発生率 との相関はr=一 〇.142と低 く、それが著 しく高い場合 は、
M9含有率 が高 くて もある程度 の発症 がみ られた(第8表)。
以上の結果、葉枯 れ症 は一種 の酸性障害で あり、Mg欠 乏 によるもの と推定 された。 また発症限
界値と して、土壌pH5.0、 置換性Ca含 量10me/100g、 同 ㎎ 含量2me/100g、 茎葉
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部のM9含 有率0.1%と推定された。上記推定に基づき現地2か所で実証試験を行った。'
苦土炭酸石灰施用は茎葉のMg含 有率を高め、葉枯れ発生を著 しく減じた。
一方、炭酸石灰施用は、無処理に比べてかえって発生率を高める場合もあったが、それは茎葉の
Ca含有率を高めることによってMg欠 乏を助長したものと考えられた。
硫酸苦土施用はMg含 有率を高めたが、土壌pHは 嬌正されず、加えて後半Mgの 溶脱が著 しか
ったためか、若干の葉枯れ発生がみられた(第9表)。
以上の結果、葉枯れ対策 として苦土炭酸石灰の施用が有効なことが認められた。
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第1表 萌芽 に及ぼす球根掘 り取 り日、 りん片除去及び低温処理の影響 ・
無処理区y掘 り 取 り
月 日 所要日数 萌 芽 率 所要日数
(日)(%)(日)
子球りん片除去区y母 球りん片除去区y 低温処理区y
萌 芽 率 所要日数 萌 芽 率 所要日数 萌 芽 率
(%)(日)(%)(日)(%)
6.ユ
6.15
7.1
7.15
8.1
8.15
9.1
313
288
224
219
188
188
177
46'.7
75.6
84.4
93.3
93.3
93.3
77.8
204
188
188
ユ82
82.2
84.4
86.7
71.7
248
198
177
26.7
100
34.4
131
117
103
98
44.4
38.8
75.0
41.7
66100
52
51
100
91.7
・ 萌芽始め2週間後に調査。
y無 処理区及びりん片除去区は掘り取り当日植え付け、低温処理区は8℃ ・7週間の処理後植え
付け。
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第2表 萌芽、 生育、 開花 に及 ぼす温湯 ・GA単 併 用処理の影響 ・
萌芽率 萌 芽処 理
(%)明 日
萌芽所 開 花 到 花 茎 長 茎 径 葉 数 花 数 切花重
要日数 月 日 日 数(伽)(㎜)(/茎)(/茎)(ρ/茎)
温 湯y1001L20
GAX10011.24
併 用w10011.21
無 処 理10011.28
222.3 9738.3
262.610043.0
242.5 9945.4
302.1510944.2
3つ30。6
3.132.7
3.036.2
3.328.9
1.3
1.3
1.3
1.5
6.7
7.9
9.8
8.1
・1893芽 球9球 平均。
y45C60分 浸漬。
x250四60分 浸漬。
w温 湯、GAに 順次浸漬。
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第3表 予備 冷蔵 の温度 と期間が開花と切花品質 に及ぼす影響
処 理z入 室 萌 芽 開 花 到 花 切花率 茎 長 茎 ・径 葉 数 花 数 切花重
(℃一 日)月 日 月 日 月 日 日 数y(%) (砺)(疏)(/茎)(/茎)(9/茎)
10-10_10.2511.152.910776.544.2
15-1010.2511.102.6104100 43.0
20-1010.2511.212.710577.845.7
25-1010.2511.122.810670.046.0
2.7
3.0
33.5
27.6
2.831.5
2.830.1
0.9
i.0
1.2
1.0
5.1
5.2
6.0
5.3
10-1510.3011.132.2
15-1510.3011.182.2
9578.144.8
9594.143.9
20-1510.3012.22.2011368.443.8
25-1510.3012.82.2012237.547.7
2.631.8
2.730.6
2.834.8
2.638.7
os
1.0
os
1.3
5.4
5.3
5.6
6.7
10-2011.411.182.9 9780.040.3
15-2011.411.232.1210088.941.8
20-2011.411.302.1810070.038.8
25-2011.412.123.1313027.844.8
2.931.7
2.431.2
2.728.9
3.338.5
1.0
1.0
1.1
1.2
6.5
5.2
6.2
7.8
z8月12日 掘り取りの13ダ、2-3芽 球を47℃ 温湯に60分間浸漬 した後、前処理を行 っ
た。次いで8℃7日 間の本冷蔵、18℃2週 間の後処理を行い、6号 鉢に3球植えとして最低15
℃のガラス室で栽培 した。
1処理3鉢9球 を供試。
y販 売可能な花茎の全芽数に対する百分率。
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第4表 本冷蔵 の温 度と期間が 萌芽、開花及び切花品質 に及ぼす影響
瀦)騨鰭 潴 馨 賠 叢 腎 も辞蕃 繍 瀦 鴨
0-309.2710,25ユ2.2276.73.2315090.677.94.376.84.724
0-4010.711.511.23
0-5010.1811.ユ5ユ2.8
90.0開花進まず。
9α0花 劉申長せずち
36.257.94.460.13.4
2.5
5-309.2710.2512.2496.73.3115877.080.14.279.24.822
5-4010.711.511.271002.2010790.183.24.745.06.727
5-5010.1811.1512.81002.209790.18ユ.14.741.46.027
10-309.2710.2512.2796.73.2114872.046.03.531.73.311
10-4010.711.512.51003.311990.286.85.247.25.225
10-5010.1811.1512.890.02.159280.854.13.532.23.517
z8月16日 掘 り取 りの25-309、2-3芽 球を直ちに18℃ で10日 間前処理 した後、8
月26日 か ら本冷蔵 した。冷蔵終了 とと もに箱 に定植 し、戸外 に28日 間置いた後、最低15℃
のガラス室で栽培 した。1処 理30球 を供試。
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第5表 抑制用球根 の温度予措が 萌芽、開 花及び 切花品質に及ぽす影響 ・
?
?
?
?
? 貯蔵開始 萌 芽 茎 率 抽台茎率 枯死茎率
月 日(%)(%)(%)
?
???? 開花茎率
(%)
15
15
15
18
18
18
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?
無処理
無処理
無処理
9.19
926
10.3
9.19
9.26
10.3
9.19
9.26
10.3
9.19
926
10.3
84.6
75.0
92.9
86.0(39.5)v
80.8
91.9
53.8(28.2)y
74.4
97.5
65.7(40.0)r
54.3
92.9
84.6
75.0
92.9
46.5
80.8
91.9
25.6
74.4
97.5
25.7
54.3
92.9
7.7
10.0
0
39.5
11.1
2.7
25.6
15.4
2.5
0
19.6
0
33.3
40.0
21.4
9.3
16.7
10.8
7.7
25.6
22.5
65.7
34.8
28.6
43.6
25.0
71.4
37.2
50.0
78.4
15.4
33.3
72.5
?
??
???
z9月5日 掘 り取りの1493-4芽 球 を直ちに前処理 して0℃ に貯蔵、
して露地栽 培。1処 理36球 を供試。
yロ ゼ ット株。内数。
5月10日木箱に定植
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第6表 抑制用球 根の植え付 け 日と萌芽、開花及 び切花 品質 ・
萌 芽 茎 率 平 均 開 花 日 致 花 日 数 切 花 率
植え付け
標 高(〃) 標 高(〃) 標 高(初) 標 高(紛
月 日
100400700100400700100400700100400700
5.1090.391.693.07.57.147.1756656869.462.559.7
6.1093.093.095.87.217.257.2841464868.072.270.8
7.1087.591.694.48.128.158.1834373951.463.968.0
8.1091.710091.79.179.249.2738454850.066.769.4
9.10
10.10
(91.7)Y
(83.3)v
(10.30)
(12.ユ5)
(50)
(66)
(63.9)
(36ユ)
茎 長 吻)
植え付け
標
月 日
茎 径(纏) 葉数(/茎) 花数(/茎)
高(の 標 高(〃)'標 高(吻 標 高(の
100400700100400700100400700100400700
5.1042ユ38.737.74.04.04.060.855.554.34.54.44.4
6.1043.347.544.34.04.04.262.167.663.34.54.54.5
7.1039.242.843.23.93.93.855.661.862.34.14.23.9
8.1037.539.140.13.53.53553.456.557.83.03.33.8
9.10
10.10
(46.1)
(42.9)
(3ユ)
(2.77
(54.7)
(45.8)
(3.4)
(2.87
・8月24日 掘 り取 りの35〃3芽 球を3月1日 まで自然温度 で、以後0℃ で貯蔵 し、5月10
日か ら1か 月ご とに出庫 、18℃10日 間の後処理を行 った後、標高を異 にす る3地 点 で栽 培し
た。 ただ し、9、10月 出庫 のものは最低18℃ のビニルハ ウスで栽培 した。
1処理24球 を供試。
yビ ニルハウス栽培。
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第7表 調査園の土壌化学性 及び ヒメユ リの生育 と無機成分含有率
pH置 換酸度
園 地 ・
HzOKClYi
置換容量
(me/CaMg
100の
置換性塩基(me/100のCa鰹[度M9飽F[i度
K(%)(%)
優 良 園
普 通 園
不 良 園
5.24.2
4.83.8
4.43.6
26.3
31.3
51.2
24.3
29.2
30.6
10.91.4
6.82.0
4.71.8
1.7
ユ.3
1.9
43.9
23.4
15.7
57.6
35.2
26.3
園 地 ・
花茎長 地上
部重
(cm)(9)
地下 地上部対乾部(%)地 下部対乾物(%)
部重
(S)NPKCaMgNPKCaMg
優 良 園
普 通 園
不 良 園
28.065.1
20.922.0
14.49.0
26.24.190.48
13.94.140.41
1'2.74.160.36
5.21
5.15
4.39
0.690.19
0.860.19
0.470.17
2ユ5
2.34
2.31
0.31
0.33
0.23
1.840.23
i.7sO.19
1.400.11
o.os
o.o
o.o
・ 優良園7園 、普通園9園 、不良園7園 平均。
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第8表 生育、葉枯れ発生、茎葉の無機成分含 有率 に及ぼす土壌pH、 燐酸、石
灰、苦土施用の効果、並 びに跡地土壌 の化学性
処理(/鉢)・ ?
?
?
?
?
?
?
?
葉枯鋒
(y%O)C・M9
地上部戎分含有率y
(対乾物%)
跡 地土 壌x
CaMgPZOs
pH(me/1008)(8)
?。
?
?
置換性塩基pH置換
(me/1008)酸度
(H2◎(y1)CaMgK
低
㌫?
低
?
7
7
21
21
00.538.74.8630.610.03517.44.394.33.70.92.1
00.5.20.62.8240.540.038ユ4.26.72.3ユ1」5ユ.444
00.528.92.486
00.525.02,960
1.090.065
1.420.055
16.84.474.58.71.11.5
25.86.11.123.60.92.4
低
?
低
?
7
7
21
21
70.540.613.625
70.531910.9 3
70.532,52.977
70.539.412.121
0.970.110
1.030ユ73
1.000.035
1.740.140
8.84.391.13.71.81.1
6.06.62.011.86.13.3
28.64.267.39.61.01.7
12.45.61.222.33.51.8
?
?
低
?
7
7
21
z1
01.535.42.489
01.521.92.426
01.528.82.489
0.590.039
0.540.042
0.860.039
15.14.293.44.60.91.6
12.97.00.913.21.24.8
22.14.266.59.41.01.5
01.526.32.5591.460.05526.55.71.224.41.32.4
低
?
?
?
7
7
21
21
71.536.313.8490.510.0796.54.489.25.21.91,1
71.530.010.5 01.000.1686.06.92.014.16.63.5
'71 .532.53.3610.890.04320.64.465.510.60.91.5
71.536.39.9361.740.13712.75.91.223.43.52.2
葉枯れ発生率との相関係数(r) 一〇.142-0.745-0.764-0.602-0.330-0.630
・6号 鉢に原土(pH(H20)43、y153.8、置換性Ca1.6、同MgO.5me/100g、塩基飽和度
15.0%)2僻を詰 めた。NP205、K20施 用量 はそれぞれ1,5g、0.5と1.5gの2段階、159
とし、Caは 低PH(4.3)区ではCaSO4で、 高PH(7.0)区ではCa(OH)2で、Mgは すべ て
MgSO4で施 用 した。
なお、高pH区 でCa(OH)2で反応矯正に不足す る場合 にはNa2CO3で補 足 した。9月18日、6,5
g球を1鉢 に3球 植え付 け、1区4鉢 、12球 を供試 した。
y6月27日 調 査、葉枯れ発生率は症状程度 且+皿 の合計。
x8月29日 調査。
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第9表 苦土炭酸石灰の効果実証試験
場 処理 ・ 花茎
長y
所(傭)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
葉成分含有率y
(対乾物%)
跡 地 土 壌X
????
?
???????
置換性塩基w 塩基飽
K暢
?
?
?
??
?
?
?
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
63.90.930.0724.909216.8
59.81.340.0726.650.447.1
15.81.310.1756.400.724.2
0.4
os
6.8
1.957.4
2.4150.4
1.998.7
?
?
?
㌶
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
12.80.240.0483.8075.8 0.4
46.71.200.0486.000.439.8 0.2
2.21.070.2116.050.421.210.2
15.70.140.3444.0570.1 0.3 as
1.3 7.3
2.4154.8
1.9121.5
1.510.2
・2か 所 とも8雇2連 制。8g、1芽 球、8月29日 植え付け。
供試土壌の性質PH(恥O)y1置 換性Ca同Mg(me/100g)塩 基飽和度(%)
田ノ沢53.69.217.009『61.0
大芦沢4.2753.81,60.515.0
施肥量N、P205、K20各18k9/10a、炭酸石灰、苦土炭酸石灰は20伽 深 さをpH7.0に中和
す る量、硫酸苦土は苦土 量で苦土炭酸石灰のそれに相 当す る量。
y6月26日 調査。
x8月29日 調査。
w可 溶性 のものを含む。
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審 査 結 果 の 要 旨
ミチノクヒメユ リ(Lili㎜concolorSalisb.var.mutsuan㎜Makin。)はヒメユ1)の変
種で,福 島,山形,秋 田,青森の山地に自生する。分球繁殖によることもあって,揃 いが良く,
切花品質 も優れることから,昭和35年以降 著者 らによって切花生産が推進された。本論文は切
花生産に関わる本種の生育特性を明 らかにするとともに,切花の周年生産技術を確立することを
目的 として行 った研究の成果をとり纏めたものである。分球性 はヒメユ リのなかでも本種 に特有
な性質であり,また花房分化習性は,Baranovaの分類の第3群 に属 し,それぞれ第2,4群 に
属す るチ ョウセンヒメユ リ,トサヒメユ リを含めて,興 味ある種内分化を示すことを指摘 した。
早期促成操作は温湯処理,予 備冷蔵 本冷蔵か ら成 るが,そ れぞれ45℃・60分,15℃q5日,
8℃ ・50日の処理を適当と認めだ。その うち温湯処理は休眠打破と葉の発育促進を通じて萌芽を
早め,予 備冷蔵は,発 根態勢を進めることで本冷蔵の低温による障害を防ぎ,そ の効果を十分に
発揮させ るのに有効な もの と考えた。また本冷蔵は春化作用として花芽を誘導す るが,開 花促進
の適温は品質向上の適温よ り高めのところにあり,この点スカシユ リのキスカシ群に類似するこ
とを明 らかに した。
抑制栽培は長期貯蔵 した球根を用いて行われるが,掘取 り直後から冷蔵する場合に多発するロ
ゼ ット株は適当な温度予措で防止できることを明らかにするとともに,標高及びハウスを利用 し
た新作型を開発 した。更に,上記促成 ・抑制に関する研究の結果,1～2月 から10月に亘るほぼ
周年の切花生産が可能となった。
次に生育障害としての葉枯れ症については,現 地調査,鉢 試験,及 び現地実証試験から,Mg
欠乏を主体とする酸性障害 と判定 し,その対策を確立 した。
以上,本 研究は東北原生のミチノクヒメユ リの切花生産に関わる生育特性を明 らかにす るとと
もに,切 花の周年生産技術の基礎を確立 したものであり,栽培学上の貢献が大きいものと評価さ
れ,審 査 員一同,著 者は農学博士の学位を授与するに値するものと判定 した。
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